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論文の内容の要旨

　人間同士のコミュニケーションはフィードバックによって支援されている。例えば，問い牟けに対する応答が

そうである。遠隔地問コミュニケーションを実画像通信を用いて支援する場合でも，このフィードバックを適切

に支援することが重要となる。また，適切なフィードバックを得るためには，応答だけではなく，問いかけといっ

た行為も，その意図通りに伝えることができるよう，システムが支援することも重要である。

　本研究では，身振りなどに表現される作業者の注目方向，即ち志向の伝達支援と，遠隔地と共有した作業領域

における直接的な指示支援の二点に着目し，指示を行う作業者の意図や，指示を受けた作業者の身体表現に現わ

れる反応を，実画像通信メデイアを通したあとでもその意図通りに再現することを試みた。

　上記の目的を達成するために，本研究ではフィードバックを支援した遠隔共同作業支援システムAgoraGを構築

した。このシステムでは，従来デイスプレイ上，あるいはその正面だけに限られていた共同作業のための領域を，

空問的に拡がりを持たせて配置した。また，遠隔地と仮想的に共有した共同作業の構築と，その領域に対する直

接的な指示を支援するためのレーザポインタユニットを搭載した。本論文では，これらの構成要素が遠隔地との

コミュニケーション，とりわけ指示の伝達とその応答という形のフィードバックを支援していることを示す。

審査の結果の要旨

　この論文は文書を共有しながらおこなわれるコミュニケーションにおける，フィードバックという点に着目し，

遠隔コミュニケーションにおいてこれを適切に支援するための要件を明らかにしている。単なるシステムの提案

ではなく，その設計の指針を提案しているという点で，この研究成果は遠隔会議システムの構築に広く応用可能

である。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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